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必要な方へ！きめ細やかな支援を！

○事業者支援○事業者支援
･  中小企業等への支援
･  農林業者への支援
･  漁業者への支援

3件
予算

７件
条例

12件
事件議決

６月６月
定例会定例会

2023年
6/5～6/26

上程された議案

○生活者支援○生活者支援
･｢子育て世帯生活支援特別給付金」の給付
･山口市独自の「子育て世帯生活応援給付金」の給付
･電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金の給付
･消費の下支え等を通じた生活者支援
 (給食の食材費等の高騰分への更なる対応）

　本年５月８日に、新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置づけが２類相
当から５類に移行されました。経済活動やイベント・地域活動等がコロナ禍前のよ
うに復興する兆しや期待感はあるものの、深刻化する人手不足や物価高騰など懸
念される要素が多い中、山口市議会６月定例会が開催されました。国からの「地方
交付金」に加え、国の支援基準内で地域の実情に合わせた、山口市独自の経済対
策支援を含む22議案を、６月５日から26日の22日間で慎重に審議しました。
　経済対策の各議案に対し、一般質問や各委員会審査などで、「本当に支援が必
要な市民へのきめ細やかな支援となっているのか？」といった質問や指摘・要望等
活発な議論が交わされました。

経済 対策第15弾！
~ 電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援 ~

予算規模 約１５．３億円
国では、食費等物価高騰の影響を特に受ける低所得の子育て世帯に対する支援を速やかに進めてい
ます。さらに、様々な物価高騰の影響を受けた生活者や事業者に対し、地方公共団体が地域の実情に
合わせて必要な支援をきめ細やかに実施できるよう「電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援地方交
付金」を追加措置することとされました。
山口市では、こうした国の経済対策の取組を早急に進めつつ、本市独自に、物価等高騰の影響を
特に受けている市民や中小企業等の事業者、農林漁業者の皆様に対する支援の取組を進めることとし、
これらの補正予算について協議・審議しました。

指摘・要望
農林水産分野の経済対策については、物価高騰の影響を受けて
いる事業者への支援に早急に取り組む姿勢は評価する。一方で、
本市の現状に合った、更にきめ細やかな支援をするためには、
独自の支援策発動の基準づくりが必要と考える。

市民の声を市政へ

始動 !
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交通政策について交通政策について
問   公共交通の課題解決に向けた取組として、バスで気軽に自転車を携行できる専用ラックを取り

付けるなどすれば、中山間部の学生を中心に新たな需要も生まれるのでは？
答   交通事業者との定例協議でも取り上げ、実現の可能性を検討したい。
問   自転車のヘルメット着用の努力義務についての周知・広報の情報発信の

取組は？ ヘルメット購入補助制度（一般又は小学生）を提案するが考え
を伺う。

答   自転車安全利用五則について、市ウェブサイトや市報での注意喚起など
啓発に努めている。また、複数の商業施設等で警察署や交通安全協会によりチラシやグッズの
配布が行われた。ヘルメット購入補助制度は普及啓発の取組を進める中で、今後の着用状況や
先行自治体の事業効果を踏まえて検討したい。

問   JR 山口線に新駅設置の検討が報道されたが、費用負担など市の考えは？
答   費用負担を含め、あらゆる前提を置かず、幅広い観点からＪＲ山口線の市

全体の利用促進の可能性を調査する必要性があると考える。現段階で具体的
な取組はない。

保育士の配置基準保育士の配置基準
問   保育士の配置基準の改善と併

せて人材確保が必要では？

答   配置基準は国の基準を踏まえて都道府県が
条例で定める。山口市では、国・県と同様
の配置基準となっている。市内の認可保育
園の状況は、公立保育園では基準に基づき
正規職員を配置し、クラス担任とは別にク
ラスの人数に応じて会計年度任用職員を副
担任として配置することで国の配置基準以
上の職員配置を行っている。私立保育園で
も本市の補助制度を活用することで、国の
配置基準以上の職員配置が行われている。

　  現在、国が保育士の配置基準の改善案を示
しているが、本市では国の配置基準の改善
案以上の職員配置が行われている。引き続
き、安全安心で質の高い保育ができるよう
にしっかりと取り組む。

　  また、今後も必要な職員が配置できるよう、
ICT 化による業務負担の軽減や魅力のある
職場づくりを推進し、保育人材の確保に努
めていく。

教育に関して活発な議論教育に関して活発な議論
問   本年度予算で拡充事業とし

ている英語教育の推進の具
体的な内容は？

答   今年度は、小学６年生と中学１・２年生を
対象に、2日間英語のみで活動する体験学
習「イングリッシュビレッジ」の開催など、
グローバル社会の中で生き抜く力を養うよ
うな英語教育を推進していく。

問   夏休み（夏季休業）の短縮で1日当たりの
授業時間を減らすことで、児童生徒や教職
員が授業に備える「平時の負担」を軽減で
きるのではないか？

答   今後の夏季休業の在り方等について意見交
換を行う機会を持ちたいと考えている。

問   通常の学級での学習や集団での生活が困難
となった生徒の支援を行う「ステップアッ
プルーム」事業の取組と今後の展望は？

答   本市では３つの中学校に「ステップアップ
ルーム」を設置し、不登校生徒の教室復帰や
不登校の未然防止の強化を図り、設置校にお
ける取組の好事例について各小・中学校への
周知方法を検討している。設置校の拡充につ
いても県教育委員会に要望していく。

注目！！トピックス！！ pickpick
upup
ピックアップピックアップ

６月定例会６月定例会
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ユニバーサルデザインユニバーサルデザイン
の推進の推進
問   ユ

※

ニバーサルデザイン推進の基本的な考
え方は？

　  また、行政文書等へユ
※

ニボイスの導入が
必要では？

答   障がいのある人もない人も、支えあい、
認めあい、自分らしく共に暮らせるまち
づくりを目指し「山口市障がい者きらめ
きプラン（第四次山口市障害者計画）」を
本年3月に策定している。

　  計画の基本方針の一つである「共に理解
し支えあい、安心して暮らせるまちづく
りの推進」の基本施策にユニバーサルデ
ザインの推進を位置づけ、ハード・ソフ
ト両面から、全ての人のためのデザイン
の推進を図ることとしている。

　  今後、視覚に障がいのある方だけでなく、
小さい文字が見えづらい高齢者や、英語・
中国語などの外国語にも対応でき、誰に
でも優しく情報を得ることができる、情
報のユニバーサルデザインであるユニボ
イスの導入を考えている。

　  また、障がいの有無にかかわらず、様々
な子供たちが一緒に遊べて楽しめるよう、
公園施設のバリアフリー化やインクルー
シブ遊具の導入についても検討している。

パートナーシップ宣誓制度パートナーシップ宣誓制度
問   パートナーシップ宣誓

制度を制定し、LGBTQ
当事者の住みやすい環
境整備や、生きやすい
社会を作っていくとい
うメッセージを発する
必要があるのでは？

答   国会では、LGBT 理解増進法案が可決さ
れ、LGBTQ 当事者の方々の存在や生き
づらさなどについて全国的に関心も高ま
り理解も広がっている。

　  本市でも5月に「山口レインボープライド 
2023」が開催され、多くの市民にも、生
活のしづらさへの共感や性の多様性への
関心や理解が深まっていると感じている。

　  当事者の方々の生きづらさと暮らしにく
さの軽減や解消を目的として、一方又は
双方が当事者である両者の関係を市が認
証するというパートナーシップ宣誓制度
の成案に向けて努め、生活を送る上での
困りごとの解消に向けた取組についても
整理する。

　  また、具体的なサービス内容は、本制度
の先進地の宇部市と情報共有を図りなが
ら、市民の暮らしやすさにつながるよう
取組を進める。

　  今後も、「人権を尊重し、あらゆる人が自
分らしく活躍できる共生社会の推進」の
実現に向け取り組む。

投票しやすい環境の向上と若者の政治参加投票しやすい環境の向上と若者の政治参加
問   徳地地域で高齢者が身近な場所で投票できるよう試験運用してきた、巡回型期日前投票の今

後と、他地域での導入など投票しやすい環境整備が必要では？
答   徳地地域の巡回型期日前投票は、昨年の参議院議員通常選挙までを試験運用期間としたが、

総合的に考え、継続設置を決定した。他地域での巡回型の導入は、阿東地域で有権者数が
100人未満の投票所を中心に検討したい。

問   若者の政治参加について、市内の大学などと連携し不在者投票の環境充
実の手法も必要では？

答   昨年11月、山口県立大学の学園祭で、県選挙管理委員会と連携し、選
挙啓発ブースを設置した。各関係団体と連携し、他の大学にも啓発活動
を呼びかけ、インスタグラム等を活用した情報発信で若者の政治参加の
きっかけとなるよう期待したい。

ユニバーサルデザインとは
障がいの有無、年齢、性別、人種等
にかかわらず多様な人々が利用し
やすい都市や生活環境をあらかじ
めデザインする考え方

ユニボイスとは
文字情報を二次元コー
ドに変換したものをス
マホにかざすだけで印
刷物の内容を読み上げ
てくれるアプリ
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■■■■■■ 全員賛成全員賛成でで可決可決したした議案議案
予　　　　　算

●令和５年度山口市一般会計補正予算（第２号）
●令和５年度山口市一般会計補正予算（第３号）
●令和５年度山口市国民宿舎特別会計補正予算（第１号）

条　　　　　例

●山口市印鑑条例の一部を改正する条例
●山口市税条例の一部を改正する条例
●十朋亭維新館設置及び管理条例の一部を改正する条例
●山口市放課後児童クラブ設置及び管理条例の一部を改
正する条例
●山口市徳地集会所等設置及び管理条例の一部を改正す
る条例
●道の駅あいお設置及び管理条例の一部を改正する条例
●山口市火災予防条例の一部を改正する条例

事　件　議　決

●旧徳地総合支所等解体工事の請負契約の締結について
●西開作下向山中線前田橋橋梁上部工事の請負契約の
締結について
●消防ポンプ自動車の取得について
●消防ポンプ自動車の取得について
●高規格救急自動車の取得について
●高規格救急自動車の取得について
●山口市立小中学校電子黒板等の取得について

事　件　議　決

●令和５年度山口市一般会計補正予算（第１号）に関する
専決処分について
●山口市税条例の一部を改正する条例に関する専決処分
について
●山口市都市計画税条例の一部を改正する条例に関す
る専決処分について
●山口市地域経済牽引事業の促進のための固定資産税
の課税免除に関する条例の一部を改正する条例に関
する専決処分について
●固定資産評価員の選任について

議案議案のの審議結果審議結果

川東方面隊陶分団に配備される消防ポンプ自動車

【イメージ】

南消防署及び南消防署秋穂出張所に配備される高規格救急自動車

【イメージ】

過去の議会をご覧いただけます過去の議会をご覧いただけます！！
　過去の質問と答弁を市議会ホームページからご覧いただけます。
　質問と答弁のやりとりを映像でご覧になりたい場合は、インターネット録画中継（裏表
紙、またはP.８以降の各議員の写真下にある二次元コードを読み取り）で、文字で読まれ
たい場合は、市議会ホームページの「山口市議会会議録」から検索することができます。

山口市議会会議録
（市議会ホームページ）

市議会ホームページの「スライド」または「バナー」を選択

「発言者でさがす」のボタンを選択すると、議員ごとに過
去の質問を見ることができます。

※令和５年６月定例会の会議録は、現在、準備中です。９月定例会
開会までに公開となりますので、今しばらくお待ちください。
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各 委 員 会の所 属 議 員、 
所管する部局、日程など、 
詳しくは市議会ホーム
ページに掲載しています。

à̀laatrc
e委員会 ア・ラ・カルト　
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す
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制
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平
成
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創
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た
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女
性
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防
団
員
２
名

と
そ
の
就
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あ
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事
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初
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た
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今
後
も
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関
係
機
関
と
連
携
し
本
制
度
の
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を
図
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に
︑
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︵
担
当
部
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:
消
防
本
部
︶

・ 制度活用の実績を評価
し、今後も期待する。

委員の意見

・ 連携を密にとりながら、しっか
り頑張っていただけるようにサ
ポートをお願いする。

委員の意見
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住
の
２
名
の
隊
員
が
着
任
し
活
動
し

て
い
る
︒

　

２
名
の
隊
員
が
し
っ
か
り
と
技
術
を
習
得
し
︑
大

内
塗
産
業
の
活
性
化
に
繋
が
る
活
動
を
円
滑
に
行
え

る
よ
う
︑
今
後
も
大
内
塗
漆
器
振
興
協
同
組
合
と
も

連
携
し
︑
大
内
塗
産
業
の
担
い
手
と
し
て
し
っ
か
り

と
育
成
を
支
援
し
て
い
き
た
い
︒

 
︵
担
当
部
局
:
商
工
振
興
部
︶

若
者
に
選
挙
の
コ
ト
を
伝
え
る

セ
ン
キ
ョ
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
山
口
の
取
組

総務
委員会

　
現
在
︑
大
学
生
を
中
心
に
17
名
の
﹁
セ
ン
キ
ョ
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
山
口｣

が
︑
若
い
世
代
の
選
挙
に
対
す
る

関
心
を
高
め
︑
投
票
率
の
向
上
に
繋
げ
よ
う
と
︑
市
内

の
高
校
生
を
対
象
と
し
た
出
前
授
業
︵
主
権
者
教
育
︶

や
選
挙
の
情
報
発
信
︑
選
挙
時
の
街
頭
啓
発
活
動
を
実

施
し
て
い
る
︒
新
た
な
活
動
の
展
開
に
つ
い
て
は
︑
今

後
検
討
す
る
︒ ︵
担
当
部
局
:
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
︶

市内高校での出前授業の様子
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国
に
お
い
て
︑
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
価
格
等
の
物
価
高
騰
の
影
響
を
受

け
た
生
活
者
や
事
業
者
に
対
し
︑
地
方
公
共
団
体
が
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ

て
必
要
な
支
援
を
実
施
で
き
る
よ
う
﹁
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰

重
点
支
援
地
方
交
付
金
﹂
の
追
加
措
置
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
︒

　
農
林
業
者
へ
は
︑
畜
産
農
家
の
飼
料
費
高
騰
に
対
す

る
支
援
︑
化
学
肥
料
等
の
低
減
に
向
け
た
農
業
用
機
械

等
導
入
へ
の
支
援
︑
農
業
水
利
施
設
の
電
気
料
金
高
騰

に
対
す
る
支
援
︑
森
林
施
業
等
に
要
す
る
燃
料
費
高
騰

に
対
す
る
支
援
を
行
っ
て
い
く
︒
ま
た
︑
漁
業
者
へ
は
︑

燃
料
費
・
飼
料
費
の
高
騰
に
対
す
る
支
援
︑
共
同
利
用

設
備
等
の
電
気
料
金
高
騰
に
対
す
る
支
援
︑
省
エ
ネ
設

備
等
導
入
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
く
︒
今
後
も
︑
物
価

高
騰
等
に
よ
る
地
域
経
済
へ
の
影
響
を
見
極
め
つ
つ
︑

必
要
な
対
策
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
検
討
を
行
っ
て

い
く
︒

 

︵
担
当
部
局
:
農
林
水
産
部
︶

経
済
対
策
第
15
弾

農
林
水
産
分
野
の
支
援

農林建設
委員会

・ 必要な方にスムーズに支援
が行き届くよう適切な対応
を求める。

委員の意見

心身に
障がいが

ある方への
手当

（市ウェブサイト）

下
水
道
施
設

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
検
討

農林建設
委員会

　
本
市
に
は
︑
指
定
文
化
財
と
登
録
文
化
財
が
合
計
で
約

３
０
０
件
存
在
し
て
お
り
︑
毎
月
︑
文
化
財
と
文
化
財
に

係
る
説
明
板
な
ど
に
異
常
が
な
い
か
を
確
認
し
︑
異
常
が

あ
っ
た
場
合
に
は
︑
随
時
修
繕
等
の
対
応
を
行
っ
て
い
る
︒

　
未
指
定
文
化
財
に
係
る
も
の
な
ど
︑
市
が
設
置
し
て
い

な
い
説
明
板
や
標
柱
な
ど
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
︑
現

時
点
で
は
︑
設
置
主
体
に
お
願
い
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
に
あ
る
︒

　

ま
ず
は
︑
実
態
把
握
を
行
い
︑
そ
の
後
︑
ど
の
よ
う
に

対
応
で
き
る
の
か
を
検
討
し
て
い
き
た
い
︒

 

︵
担
当
部
局
:
教
育
委
員
会
︶

　
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
︑
下
水
道
事
業
活
動
に
伴
う
環
境
負
荷
の

低
減
に
努
め
る
た
め
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
検
討
し
て
い
る
︒
具

体
的
に
は
︑
太
陽
光
発
電
設
備
及
び
消
化
ガ
ス
発
電
設
備
の
導
入
を
検
討
し

て
お
り
︑
太
陽
光
発
電
設
備
に
つ
い
て
は
︑
山
口
浄
化
セ
ン
タ
ー
と
小
郡
浄

化
セ
ン
タ
ー
︑
消
化
ガ
ス
発
電
設
備
に
つ
い
て
は
︑
小
郡

浄
化
セ
ン
タ
ー
を
導
入
候
補
地
と
し
て
い
る
︒
現
在
は
︑

現
地
調
査
︑
状
況
の
把
握
等
に
取
り
組
ん
で
お
り
︑
そ
の

結
果
を
踏
ま
え
て
︑導
入
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
く
︒

 

︵
担
当
部
局
:
上
下
水
道
局
︶

　
特※

別
障
害
者
手
当
等
の
周
知
に
つ
い
て
は
︑
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
へ
の
掲
載
の
ほ
か
︑
障
害
者
手
帳
の
交
付
時
に
窓
口
に

お
い
て
簡
易
判
定
を
行
い
︑
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
れ
ば

医
師
の
診
断
書
を
取
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
案
内
し
︑
申
請
を

促
し
て
い
る
︒

　
今
後
は
︑
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
方
の
相
談
や
申
請

に
つ
な
が
る
よ
う
︑
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
会
議
等
の
場
を
通
じ

て
制
度
説
明
を
行
う
な
ど
︑
定
期
的
な
情
報
提
供
に
取
り
組

む
︒

 

︵
担
当
部
局
:
健
康
福
祉
部
︶

文
化
財
等
の
説
明
板
や
標
柱
な
ど
の

適
切
な
維
持
管
理
に
向
け
て

教育民生
委員会

心
身
に
障
が
い
が
あ
る
方
へ
の
手
当

制
度
周
知
に
係
る
取
組
の
強
化
を
！

教育民生
委員会

・ 市設置以外のものも対応が必要
になっている。検討を要望する。

委員の意見

・ ケアマネジャーによっては
制度を知らない人もいる。
対象者全員が手当を受け
取れるように様々な働きか
けが必要と考える。

委員の意見

特別障害者手当
精神または身体に著しく重度の障がいを有し、日常生活において常時特
別の介護を必要とする場合に、負担軽減の一助として支給する国の制度。
対象者…重度の障がいを有するため、常時特別の介護を必要とす
る満20歳以上の在宅の方。(所得制限あり)
支給額…27,980円(月額)
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一般質問・質疑

★�議員が何を質問したか読んでみましょう！　★一般質問の制限時間は質問と答弁を合わせて50分です。
★�質問と答弁の映像は各議員の二次元コード�　�から見ることができます。
　※必要な場合には二次元コードリーダーをインストールしてご覧ください。�※�情報の受信にかかる通信料は利用者負担となります。

市長市長にに聞きたい聞きたい！！
どうなる？ これからの山口市どうなる？ これからの山口市

サンプル

　
　
公
共
交
通
全
体
の
利
用
促
進

に
向
け
︑
ど
の
よ
う
な
取
組

を
展
開
す
る
の
か
︒
新
駅
設
置
は

Ｊ
Ｒ
山
口
線
全
体
の
利
用
促
進
を

図
る
上
で
の
一
つ
の
可
能
性
と
考

え
る
が
︑
調
査
の
方
向
性
︑
設
置

す
る
場
合
の
費
用
負
担
に
関
す
る

考
え
方
等
︑
市
長
の
思
い
を
伺
う
︒

　
　

最
も
大
切
に
し
た
い
の
は
︑

市
民
︑
事
業
者
︑
行
政
が
協

働
し
て
持
続
可
能
な
交
通
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
と
い
っ
た
取
組
姿

勢
︒
山
口
線
の
持
続
性
を
よ
り
高

め
る
た
め
日
常
的
に
使
っ
て
い
く

取
組
が
必
要
で
︑
現
状
維
持
で
は

な
く
︑
い
か
に
生
か
す
か
意
識
す

る
必
要
が
あ
る
︒
新
駅
設
置
に
つ

い
て
は
︑
費
用
負
担
等
を
含
め
あ

ら
ゆ
る
前
提
を
置
く
こ
と
な
く
︑

山
口
線
が
地
域
に
と
っ
て
必
要
な

公
共
財
で
あ
る
と
い
っ
た
思
い
の

下
で
調
査
に
当
た
り
︑
山
口
線
全

体
の
持
続
可
能
性
に
真
に
寄
与
す

る
も
の
か
見
極

め
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
︒

問答

未来志行山口
米本 太郎

交通 公共交通の利用促進!

　
　

県
は
︑
山
口
き
ら
ら
博
記
念

公
園
交
流
活
性
化
推
進
室
の

設
置
に
伴
い
︑
交
流
拠
点
化
基
本

構
想
を
策
定
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
︑

現
時
点
で
把
握
し
て
い
る
情
報
を

含
め
市
長
の
思
い
を
伺
う
︒

　
　
山
口
き
ら
ら
博
記
念
公
園
の

都
市
計
画
エ
リ
ア
に
お
け
る

交
流
拠
点
化
の
取
組
促
進
や
交
流

人
口
の
増
加
に
伴
う
周
辺
諸
課
題

の
整
理
︵
都
市
計
画
道
路
海
岸
線

や
岡
山
線
の
早
期
事
業
化
等
︶︑
周

辺
地
域
に
お
け
る
活
性
化
や
地
域

住
民
の
利
便
性
向
上
の
検
討
を
進

め
る
た
め
県
と
の
連
携
や
情
報
共

有
を
行
い
︑
阿
知
須
地
域
の
皆
様

を
は
じ
め
と
し
た
市
民
の
皆
様
の

声
を
お
伺
い
し
︑
県
に
伝
え
な
が

ら
︑
本
市
全
体
の
発
展
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
︒

問答

県都創生山口
山本 貴広

交流 山口きらら博記念公園の交流拠点化基本構想

　
　
本
市
経
済
対
策
第
15
弾
に
お

い
て
︑
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
使
用
す

る
世
帯
へ
の
負
担
軽
減
策
と
い
う

手
段
で
は
な
く
︑
な
ぜ
市
独
自
の

支
援
策
と
し
て
︑
低
所
得
世
帯
へ

の
支
援
を
拡
大
す
る
形
を
と
っ
た

の
か
︑
市
の
所
見
を
伺
う
︒

　
　

国
は
︑
電
気
及
び
都
市
ガ
ス

の
小
売
業
者
に
対
し
て
は
値

引
き
の
原
資
を
支
援
し
︑
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
に
対
し
て
は
設
備
導
入
支
援
等

を
通
じ
た
コ
ス
ト
低
減
に
つ
な
げ

る
取
組
に
よ
り
︑
負
担
軽
減
策
を

展
開
し
て
き
た
︒
こ
う
し
た
国
に

お
け
る
一
定
の
対
策
が
講
じ
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
︑
本
市
で

は
︑
物
価
高
騰
の
影
響
が
特
に
大

き
い
低
所
得
者
世
帯
へ
の
生
活
支

援
が
必
要
と
考
え
た
︒

●
そ
の
他
の
質
問

○
県
遊
休
地
へ
の
取
組

○ 

災
害
時
要
配
慮
者
へ
の
支
援
体
制

○ 

山
口
市
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ

グ
ラ
ム

問答

公明党
栗林 正

行政 物価高騰対策！LPガス価格の消費者負担軽減策！

山口きらら博記念公園
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卵
子
凍
結
と
は
︑
女
性
の
卵

巣
か
ら
採
取
し
た
卵
子
を
凍

結
保
存
す
る
こ
と
︒
女
性
は
35
歳

を
境
に
卵
子
が
老
化
し
︑
妊
娠
率

の
低
下
︑
流
産
の
可
能
性
が
高
ま

る
︒
そ
の
た
め
若
い
卵
子
を
凍
結

し
︑
妊
娠
を
望
む
タ
イ
ミ
ン
グ
で

凍
結
し
た
卵
子
を
使
用
し
た
妊
娠

出
産
を
望
む
声
が
増
え
て
い
る
︒

ま
た
︑
山
口
県
で
は
パ
ー
ト
ナ
ー

が
い
な
い
場
合
や
将
来
生
み
た
い

と
い
う
理
由
︵
社
会
的
適
応
︶
で

は
卵
子
凍
結
が
で
き
な
い
︒
卵
子

凍
結
へ
の
助
成
や
社
会
的
適
応
の

理
由
に
よ
る
卵
子
凍
結
が
で
き
る

環
境
を
整
備
し
て
は
い
か
が
か
︒

　
　
若
い
頃
の
卵
子
を
凍
結
保
存

す
る
こ
と
に
よ
り
︑
加
齢
に

よ
る
妊
娠
率
の
低
下
と
流
産
率
の

上
昇
を
回
避
す
る
こ
と
に
つ
な
が

る
︒
一
方
で
凍
結
卵
子
の
使
用
率

の
低
さ
か
ら
公
費
に
よ
る
助
成
は

疑
問
視
の
声
も
あ
る
︒
国
や
県
の

動
向
を
注
視
し
な
が
ら
研
究
す
る
︒

問答

市民クラブ
部谷 翔大

福祉 希望する時期に妊娠・出産!卵子凍結保存支援!

　
　
︵
仮
称
︶
山
口
市
地
域
新
電
力

会
社
を
設
立
す
る
意
義
と
今

後
の
事
業
展
開
︑
経
営
健
全
化
に

つ
い
て
伺
う
︒

　
　

設
立
意
義
に
つ
い
て
︑
地
域

脱
炭
素
の
取
組
を
推
進
す
る

た
め
の
重
要
な
担
い
手
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
︒
清
掃
工
場
の
廃
棄

物
発
電
︑
民
間
事
業
者
と
の
連
携

に
よ
る
太
陽
光
発
電
設
備
の
新
設
︑

地
産
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
安
定
供
給
︑
避
難
所
に
お

け
る
災
害
時
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
強

化
等
を
検
討
し
て
い
き
た
い
︒
経

営
健
全
化
が
課
題
と
な
る
が
︑
安

定
的
な
電
力
供
給
を
図
る
た
め
の

電
力
調
達
費
用
の
備
え
と
し
て
事

業
収
益
の
内
部
留
保
を
行
う
な
ど

健
全
か
つ
安
定
的
な
事
業
運
営
を

図
る
︒
本
年
12
月
に
設
立
︑
令
和

７
年
１
月
よ
り
公
共
施
設
や
地
域

脱
炭
素
先
行
地

域
へ
の
電
力
供

給
を
段
階
的
に

行
い
︑
令
和
11

年
以
降
は
電
力

供
給
対
象
の
拡

大
等
を
検
討
し

て
い
く
︒

問答

ふるさと共創山口
中野 光昭

環境 地域脱炭素の実現に向けて!!

　
　

新
電
力
会
社
を
設
立
す
る
前

に
︑
市
内
に
お
け
る
発
電
事

業
︑
太
陽
光
発
電
事
業
の
実
施
に
関

す
る
条
例
を
制
定
し
て
は
い
か
が
か
︒

　
　
太
陽
光
発
電
設
備
の
導
入
に

伴
う
周
辺
環
境
等
へ
の
配
慮

と
い
う
点
に
お
い
て
︑
有
効
な
手

段
と
考
え
る
︒
一
方
で
地
元
企
業

の
優
先
的
な
参
入
促
進
と
い
う
点

に
お
い
て
︑
山
口
市
ふ
る
さ
と
産

業
振
興
条
例
の
観
点
か
ら
一
定
の

理
解
は
で
き
る
が
︑
個
人
が
所
有

す
る
土
地
等
の
財
産
権
の
行
使
︑

売
電
目
的
等
に
よ
る
経
済
活
動
に

対
し
て
一
定
の
制
限
を
か
け
る
こ

と
は
慎
重
な
検
討
が
必
要
だ
と
考

え
る
︒

●
そ
の
他
の
質
問

○
営
農
型
太
陽
光
発
電
の
推
進

○
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

○
私
設
の
橋
の
取
扱
い
に
つ
い
て

問答

高志会
有田 敦

経済 経済と環境の好循環を掲げるグリーン社会の実現

　
　

全
国
で
﹁
子
ど
も
た
ち
に
も

う
一
人
保
育
士
を
﹂
と
い
う

運
動
が
あ
る
︒
望
ま
し
い
保
育
士

の
配
置
基
準
に
つ
い
て
の
実
行
委

員
会
の
提
言
や
75
年
も
変
わ
っ
て

い
な
い
日
本
の
保
育
士
配
置
基
準
︑

各
国
と
の
比
較
を
み
て
も
遅
れ
は

明
ら
か
だ
︒
市
と
し
て
の
望
ま
れ

る
配
置
基
準
は
い
か
が
か
伺
う
︒

　
　
本
市
も
国
や
県
と
同
じ
配
置

基
準
で
あ
る
が
︑
公
立
保
育

園
で
は
︑
会
計
年
度

任
用
職
員
を
副
担
任

と
し
て
配
置
し
︑
私

立
保
育
園
で
は
︑
施

設
型
給
付
費
の
加
算

措
置
や
本
市
の
補
助

制
度
を
活
用
す
る
こ

と
で
︑
配
置
基
準
以

上
に
職
員
を
配
置
す

る
よ
う
に
し
て
い
る
︒

安
全
安
心
で
質
の
高

い
保
育
を
実
施
し
て

い
き
た
い
︒

●
そ
の
他
の
質
問

〇 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健
康

保
険
証

〇 

主
要
県
道
小
郡
三
隅
線
交
通
安
全

事
業
に
伴
う
八
方
原
橋
の
改
良

問答

日本共産党
尾上 頼子

こども 子どもたちにもう一人保育士を

営農型太陽光発電取組例

パンフレット「子どもたちにもう一人保育士を！ 」実行委員会の提言資料から抜粋
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少
子
高
齢
化
の
進
展
︑
生
産

年
齢
人
口
の
減
少
に
よ
り
労

働
力
不
足
な
ど
の
課
題
が
深
刻
化

し
て
お
り
︑
65
歳
か
ら
75
歳
の
い

わ
ゆ
る
前
期
高
齢
者
の
労
働
力
の

価
値
が
非
常
に
高
ま
っ
て
い
る
︒

ま
た
︑
退
職
を
機
に
故
郷
や
新
天

地
へ
の
移
住
希
望
者
が
増
え
る
中
︑

本
市
の
支
援
策
を
伺
う
︒

　
　
高
度
な
ス
キ
ル
を
有
す
る
65

歳
以
上
の
シ
ニ
ア
層
が
市
内

企
業
で
活
躍
で
き
る
よ
う
関
係
機

関
と
協
議
を
進
め
る
︒
ま
た
︑
シ

ニ
ア
層
を
含
む
移
住
希
望
者
へ
の

Ｕ
Ｊ
Ⅰ
タ
ー
ン
訪
問
補
助
金
︑
空

き
家
バ
ン
ク
改
修
事
業
補
助
金
や

東
京
圏
等
か
ら
移
住
後
︑
就
職
や

転
職
な
き
テ
レ
ワ
ー
ク
移
住
者
等

に
単
身
で
60
万
円
等
を
支
援
す
る
︑

わ
く
わ
く
移
住
支
援
補
助
金
な
ど

多
彩
な
支
援
制
度
を
設
け
て
い
る
︒

引
き
続
き
︑
移
住
者
の
ニ
ー
ズ
を

踏
ま
え
た
施

策
展
開
を
図

り
︑
Ｐ
Ｒ
強

化
に
取
り
組

む
︒ 問答

未来志行山口
馬越 帝介

就労 ６５歳以上のシニア層の移住定住促進と就労促進

　
　
民
間
団
体
等
に
管
理
を
お
願

い
し
て
い
る
市
の
施
設
︵
指

定
管
理
施
設
︶
に
お
け
る
管
理
者

選
定
時
の
評
価
項
目
と
し
て
︑
障

が
い
者
雇
用
に
係
る
基
準
を
加
点

要
素
と
し
て
加
え
て
は
ど
う
か
︒

　
　

本
市
で
は
︑
現
在
１
１
２
施

設
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導

入
し
て
い
る
︒

　
障
が
い
者
の
雇
用
促
進
と
い
う

本
市
の
施
策
へ
の
貢
献
が
期
待
で

き
る
こ
と
か
ら
︑
障
が
い
者
の
雇

用
率
に
つ
い
て
一
定
の
基
準
を
満

た
し
て
い
れ
ば
︑
指
定
管
理
者
の

選
定
の
際
に
加
点
す
る
と
い
っ
た

こ
と
を
検
討
し
て
お
り
︑
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
改
定
の
方
向
性
に
つ
い
て

関
係
部
署
の
同
意
を
得
た
︒

　
今
後
も
よ
り
良
い
指
定
管
理
者
制

度
と
な
る
よ
う
他
自
治
体
の
事
例
も

参
考
に
し
な
が
ら
適
宜
必
要
な
見
直

し
を
行
い
︑
今
年

度
中
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
改
定
に
向
け

た
作
業
を
進
め
て

い
き
た
い
︒

問答

公明党
村上 満典

福祉 障がい者の雇用促進に向けてさらなる取組を！！

　
　

現
在
︑
市
内
３
大
学
が
文
部

科
学
省
の
地
域
活
性
化
人
材

育
成
事
業
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
で
︑
ひ
と

や
地
域
の
課
題
解
決
の
た
め
に
貢

献
す
る
﹁
文
系
Ｄ
Ｘ
人
材
﹂
の
育

成
を
目
指
し
て
い
る
︒
育
成
さ
れ

た
貴
重
な
人
材
が
本
市
に
残
っ
て

活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り
も
視
野

に
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
︒

　
　
本
市
が
持
続
的
に
発
展
す
る

上
で
︑
人
を
育
て
︑
活
躍
の

場
へ
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
は
大
変

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
︒
市

内
に
情
報
関
連
企
業
等
が
集
積
す

る
本
市
の
強
み
を
生
か
し
︑
文
系

Ｄ
Ｘ
人
材
が
活
躍
で
き
る
場
の
創

出
に
向
け
︑
働
き
か
け
や
情
報
発

信
等
を
行
い
た
い
︒
今
後
と
も
︑

３
大
学
の
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
取
組
を

注
視
し
つ
つ
︑
大
学
と
の
情
報
共

有
等
を
図
る
と
と
も
に
︑
産
学
官

金
連
携
の
も
と
で
文
系
Ｄ
Ｘ
人
材

の
活
躍
の
場

の
創
出
︑
地

元
定
着
に
つ

な
げ
て
い
き

た
い
︒

問答

最燃焼
安河内 淳朗

行政 本市において「文系ＤＸ人材」が活躍できる場を

　
　
本
市
独
自
で
の
保
育
士
の
配

置
基
準
や
加
算
制
度
の
構
築

な
ど
︑
独
自
の
改
善
策
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
︑
配

置
基
準
の
現
状
と
今
後
の
改
善
に

つ
い
て
市
の
所
見
を
伺
う
︒

　
　

現
在
︑
公
立
保
育
園
に
お
い

て
は
︑
ク
ラ
ス
担
任
︑
副
担

任
及
び
担
任
を
持
た
な
い
保
育
士

を
配
置
す
る
こ
と
で
︑
こ
の
た
び

国
が
示
さ
れ
た
配
置
基
準
以
上
の

職
員
配
置
を
行
っ
て
い
る
︒
引
き

続
き
︑
必
要
な
配
置
が
で
き
る
よ

う
︑
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
化
に
よ
る
業
務
負
担

の
軽
減
や
魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り

を
推
進
し
︑
保
育
人
材
の
確
保
に

努
め
た
い
︒
今
後
と
も
︑
保
育
士

の
配
置
基
準
の
改
善
や
さ
ら
な
る

処
遇
改
善
︑
そ
の
実
施
時
期
や
財

源
の
在
り
方
な
ど
国
の
動
向
を
注

視
し
︑
安

全
・
安
心

で
質
の
高

い
保
育
が

で
き
る
よ

う
対
応
し

た
い
︒

●
そ
の
他
の
質
問

○ 

地
方
財
政
の
確
立
に
つ
い
て

問答

市民クラブ
山見 敏雄

子育て 安全・安心で質の高い保育の実現

３大学による地域活性化人材育成事業
「SPARC」のホームページ
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市
民
目
線
を
意
識
し
た
市
の

デ
ジ
タ
ル
化
の
取
組
︑
サ
ー

ビ
ス
等
の
提
供
に
つ
い
て
伺
う
︒

　
　
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
や

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
ア
ン

ケ
ー
ト
を
通
じ
︑
サ
ー
ビ
ス
等
の

満
足
度
や
要
改
善
点
の
把
握
に
努

め
て
い
る
︒
今
後
と
も
︑市
民
ニ
ー

ズ
に
即
し
た
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
と
周
知
を
図
っ
て
い
く
︒

　
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
環
境

の
整
備
に
関
す
る
市
の
取
組

に
つ
い
て
伺
う
︒

　
　

従
来
︑
通
信
事
業
者
へ
の
支

援
を
通
じ
︑
光
フ
ァ
イ
バ
ー

網
未
整
備
地
域
の
解
消
を
図
っ
て

き
た
︒
今
後
と
も
︑
市
民
が
住
み

慣
れ
た
場
所
で
安
心
︑
快
適
に
暮

ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
︑

通
信
事
業
者
と
連
携
し
︑
安
定
的

な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
通
信
環
境

の
維
持
・
確
保
︑
普
及
啓
発
や
︑

日
々
進
展

す
る
通
信

技
術
の
把

握
・
研
究

に
努
め
て

い
き
た
い
︒

問答問答

未来志行山口
椙山 俊哉

都市 市民主役のデジタル技術の活用推進を！！

　
　

山
口
市
景
観
条
例
︑
山
口
市

景
観
計
画
及
び
景
観
形
成
重

点
地
区
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
関
し

て
︑
現
状
と
今
後
の
課
題
を
伺
う
︒

　
　

本
市
で
は
︑
景
観
法
や
山
口

市
景
観
条
例
に
基
づ
く
山
口

市
景
観
計
画
を
策
定
し
︑
一
の
坂

川
周
辺
地
区
と
新
山
口
周
辺
地
区

を
景
観
形
成
重
点
地
区
と
し
て
位

置
づ
け
︑
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ

た
景
観
と
な
る
よ
う
取
組
の
協
力

を
お
願
い
し
て
い
る
︒
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
よ
る
規
制
と
い
う
手
法
を

用
い
て
い
る
が
︑
さ
ら
に
住
民
主

体
に
よ
っ
て
詳
細
な
景
観
形
成
基

準
に
よ
る
規
制
を
設
け
て
い
く
こ

と
が
望
ま
し
い
場
合
に
は
︑
地
域

の
意
向
を
踏
ま
え
︑
そ
れ
ぞ
れ
の

実
情
に
合
っ
た
手
法
が
と
れ
る
よ

う
支
援
し
て
い
き
た
い
︒

問答

県都創生山口
倉増 賢治

都市 美しい山口市の景観を守るために！

　
　
令
和
５
年
度
予
算
に
お
い
て
︑

地
域
や
企
業
等
の
多
様
な
主

体
の
未
来
へ
の
新
た
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
多
く
の
関
係
者
と
の
連
携
の

も
と
で
支
え
︑
地
域
課
題
の
解
決

や
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
と

さ
れ
て
お
り
︑
期
待
し
て
い
る
が
︑

事
業
者
が
地
域
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
駆
り
出

さ
れ
︑
準
備
や
会
議
に
時
間
を
割

き
︑
負
担
が
重
く
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
︒
事
業
者
の
負
担
を

考
慮
し
︑
本
業
に
集
中
し
安
心
し

て
経
営
で
き
る
た
め
の
環
境
づ
く

り
や
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
伺

う
︒

　
　
事
業
者
の
成
長
等
に
向
け
た

様
々
な
支
援
策
に
取
り
組
ん

で
い
る
が
︑
時
代
の
流
れ
や
環
境

の
変
化
に
合
わ
せ
て
内
容
等
を
見

直
し
な
が
ら
実
施
し
た
い
︒
事
業

者
へ
の
支
援
が
地
域
経
済
の
活
性

化
と
と
も
に
︑
本
市
の
魅
力
向
上

に
つ
な
が
る
よ

う
︑
関
係
機
関

や
経
済
団
体
と

連
携
を
図
り
な

が
ら
取
り
組
む
︒

問答

市民クラブ
野村 雄太郎

産業 市内事業者の発展のための環境はできているのか

　
　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
よ
る

事
件
解
決
及
び
犯
罪
抑
止
力

の
強
化
を
目
的
と
し
た
各
関
連
機

関
と
の
連
携
体
制
に
つ
い
て
伺
う
︒

　
　

防
犯
カ
メ
ラ
は
︑
事
件
の
早

期
解
決
や
治
安
の
維
持
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
︒
令
和
元
年
９
月
の

質
問
後
の
取
組
と
し
て
︑
自
治
会

等
の
地
域
団
体
が
不
審
者
対
策
や

ご
み
集
積
所
の
管
理
な
ど
で
カ
メ

ラ
を
設
置
す
る
際
の
手
順
や
運
用

規
定
の
例
な
ど
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
作
成
し
て
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に

掲
載
し
情
報
共
有
を
行
っ
て
い
る
︒

本
市
が
実
施
し
た
ま
ち
づ
く
り
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
治
安
は
比
較
的
良

好
だ
が
︑
犯
罪
対
策
は
重
要
な
課

題
で
あ
る
の
で
防
犯
対
策
協
議
会

を
中
心
に
各

関
連
機
関
と

連
携
し
て
防

犯
に
係
る
情

報
共
有
と
と

も
に
啓
発
活
動
に
取
り
組
む
︒

●
そ
の
他
の
質
問

○
選
挙
の
投
票
環
境
に
つ
い
て

問答

ふるさと共創山口
植野 伸一

安全 山口市が目指す、安全安心なまちづくりとは！?

一の坂川周辺の景観

山口市スマートシティ
推進ビジョン
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障
が
い
者
や
高
齢
者
は
意
思

疎
通
が
難
し
い
場
合
も
あ
り
︑

ス
ム
ー
ズ
に
投
票
で
き
な
い
ケ
ー

ス
が
あ
る
︒
そ
の
手
助
け
を
す
る

投※

票
支
援
カ
ー
ド
の
導
入
に
つ
い

て
︑
市
の
所
見
を
伺
う
︒

　
　
早
期
の
導
入

に
向
け
て
︑

準
備
を
進
め
た
い

と
考
え
て
い
る
︒

導
入
に
当
た
っ
て

は
︑
投
票
支
援

カ
ー
ド
の
記
載
内

容
や
提
供
方
法
な

ど
に
つ
い
て
検
討

を
行
う
︒

福祉
行
政
文
書
等
に
音
声
コ
ー
ド

「
ユ
ニ
ボ
イ
ス
」
の
付
与
を

　
　

視
覚
障
が
い
者
の
情
報
サ

ポ
ー
ト
と
し
て
︑
行
政
文
書

等
に
︑
文
字
を
音
声
に
変
換
し
て

聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
る
音
声

コ
ー
ド
﹁
ユ
ニ
ボ
イ
ス
﹂
の
付
与

を
お
願
い
し
た
い
︒

　
　
本
市
で
も
導
入
し
た
い
と
考

え
て
い
る
︒
ま
ず
は
障
が
い

福
祉
分
野
の
印
刷
物
か
ら
年
次
的

に
導
入
し
︑
全
庁
的
に
周
知
文
書

等
に
も
拡
大
し
て
い
き
た
い
︒

問答問答

公明党
其原 義信

選挙「投票支援カード」の導入を!

　
　

本
市
に
は
映
画
館
が
な
く
︑

多
く
の
市
民
が
映
画
鑑
賞
の

た
め
に
他
市
に
出
向
か
ざ
る
を
得

な
い
状
況
に
あ
る
︒
大
学
生
意
識

調
査
に
お
い
て
も
︑
映
画
館
を
求

め
る
声
は
多
い
︒
映
画
館
の
誘
致

は
︑
若
年
層
の
定
住
や
地
域
経
済

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
︑
事
業
費
の

一
部
を
負
担
す
る
な
ど
︑
誘
致
を

促
す
積
極
的
な
施
策
を
展
開
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
︑
市
の

所
見
を
伺
う
︒

　
　
市
内
の
学
生
等
の
映
画
館
に

対
す
る
ニ
ー
ズ
の
高
さ
や
︑

他
市
へ
足
を
運
ば
ざ
る
を
得
な
い

状
況
も
認
識
し
て
お
り
︑
山
口
市

コ
ン
パ
ク
ト
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
お

い
て
︑
映
画
館
を
山
口
・
小
郡
都

市
核
へ
誘
導
す
べ
き
施
設
に
位
置

づ
け
て
い
る
︒
今
後
は
︑
民
間
投

資
の
動
向
な
ど
も
注
視
し
な
が
ら
︑

施
設
等
の

立
地
促
進

に
向
け
た

情
報
収
集

や
調
査
を

実
施
す
る
︒

問答

ふるさと共創山口
宮川 英之

都市 山口市へ映画館（シネコン）の誘致を!

　
　

共
に
理
解
し
支
え
あ
い
︑
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
に
は
︑
市
民
全

体
の
し
っ
か
り
と
し
た
障
が
い
へ

の
理
解
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る

が
︑
市
の
取
組
は
い
か
が
か
︒

　
　
市
報
や
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

の
啓
発
︑
広
報
番
組
で
の
取

組
紹
介
︑
手
話
や
点
字
な
ど
の
体

験
講
座
の
開
催
を
通
じ
て
障
が
い

へ
の
理
解
促
進
等
を
行
っ
て
い
る
︒

ま
た
︑
市
職
員
に
対
し
て
は
︑
窓

口
対
応
能
力
向
上
や
障
が
い
者
が

働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
整
備
に

向
け
た
研
修
を
実
施
し
︑
民
間
事

業
者
に
対
し
て
は
︑
合
理
的
配
慮

に
係
る
取
組
に
５
万
円
を
支
援
す

る
助
成
制
度
を
設
け
て
い
る
︒
新

た
な
取
組
と
し
て
︑
自
治
会
活
動

の
手
引
き
に
対
応
例
を
掲
載
す
る

と
と
も
に
お
気
軽
講
座
の
充
実
と

活
用
を
図
る
な
ど
︑
地
域
か
ら
理

解
の
輪
が
広

が
る
よ
う
部

局
間
連
携
に

よ
り
取
組
を

展
開
し
て
い

く
︒ 問答

徳孤会
山本 浩二

福祉 障がいのある人への理解を深めるには

　
　

Ｊ
Ｒ
山
口
線
は
︑
宮
野
駅
以

北
の
利
用
減
少
︑
矢
原
駅
の

駐
輪
場
︑
徳
佐
駅
の
陸
橋
な
ど
の

問
題
が
山
積
し
て
お
り
︑
新
駅
の

整
備
よ
り
も
駅
か
ら
目
的
地
ま
で

を
円
滑
に
結
ぶ
施
策
な
ど
の
検
討

に
注
力
す
べ
き
で
は
な
い
か
︒

　
　

Ｊ
Ｒ
山
口
線
全
体
の
利
用
促

進
に
向
け
て
︑
今
年
度
は
各

駅
の
現
状
把
握
や
利
用
促
進
に
向

け
た
取
組
の
検
討
の
た
め
の
調
査

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
︒

新
駅
設
置
の
可
能
性
の
検
討
も
利

用
促
進
に
向
け
た
重
要
な
取
組
と

し
て
︑
各
駅
の
課
題
改
善
と
並
行

し
て
進
め
て
い
き
た
い
︒
交
通
環

境
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
︑
利
用

者
の
意
見
・
要
望
を
伺
い
つ
つ
︑

各
公
共
交
通
事
業
者
と
定
期
的
に

協
議
を
行
い
︑
改
善
に
努
め
た
い
︒

●
そ
の
他
の
質
問

○
学
生
１
０
０
円
バ
ス
制
度

○ 
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
助
成

問答

日本共産党
大田 たける

交通 新駅整備よりも利用しにくさの改善を

投票支援カード
事前に対応してほしい内容をカード
に表示することで、投票手続をスムー
ズに行えるようサポートするもの
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県
道
陶
湯
田
線
に
お
い
て
︑

市
と
県
が
連
携
し
︑
自
転
車

ナ
ビ
マ
ー
ク
の
よ
う
な
路
面
標
示

を
施
し
︑
自
転
車
・
歩
行
者
の
安

全
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
︒
ま
た
︑

山
口
大
学
裏
手
の
御
堀
平
井
線
や

神
郷
１
号
線
︑
中
村
小
出
線
︑
西

小
出
線
な
ど
の
片
側
１
車
線
の
幅

員
が
あ
る
市
道
に
お
い
て
も
検
討

し
て
は
い
か
が
か
︒

　
　
県
道
陶
湯
田
線
に
お
け
る
自

転
車
ナ
ビ
マ
ー
ク
の
設
置
に

当
た
っ
て
は
︑
自
転
車
と
歩
行
者

の
両
者
に
と
っ
て
十
分
に
安
全
な

状
態
が
確
保
で
き
る
か
検
証
す
る

必
要
が
あ
り
︑
警
察
や
道
路
管
理

者
で
あ
る
県
と
も
協
議
を
行
う
必

要
が
あ
る
︒
複
数
の
市
道
に
つ
い

て
の
設
置
に
関
し
て
も
︑
自
転
車

通
行
空
間
の
確
保
に
つ
い
て
は
︑

市
民
の
交
通
安
全
を
守
る
観
点
か

ら
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
︑

関
係
機
関
と
連
携
協
議
し
な
が
ら

検
討
し
て
い
く
︒

問答

公明党
山本 敏昭

安全 自転車ナビマークで自転車と歩行者の安全確保を

　
　

こ
れ
か
ら
の
遊
び
場
に
は
︑

あ
ら
ゆ
る
世
代
が
集
う
新
し

い
空
間
の
形
成
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
考
え
る
︒
そ
こ
で
︑
遊
び
場

の
現
状
認
識
と
多
世
代
交
流
を
可

能
と
す
る
子
供
の
遊
び
場
の
充
実

に
つ
い
て
︑
市
の
考
え
を
伺
う
︒

　
　

遊
び
場
と
し
て
︑
本
市
の
都

市
公
園
は
一
定
の
評
価
を
得

て
い
る
も
の
の
︑
遊
び
場
の
ニ
ー

ズ
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
多
様
化
し
︑

高
ま
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
︒

遊
び
場
の
充
実
に
当
た
っ
て
は
︑

多
世
代
が
交
流
で
き
る
場
と
す
る

こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
い
う
考
え

の
下
︑
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
︑
都
市
公
園

の
再
生
整
備
や
県
農
業
試
験
場
跡

地
の
利
活
用
︑
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン

ト
施
設
等
の
立
地
促
進
に
向
け
た

調
査
検
討
︑︵
仮
称
︶
湯
田
温
泉

パ
ー
ク
の
整
備
︑
山
口
き
ら
ら
博

記
念
公
園
の
交
流
拠
点
化
に
向
け

た
取
組
推

進
な
ど
を

し
っ
か
り

と
進
め
て

い
き
た
い
︒

問答

未来志行山口
鳥養 祐矢

都市 多世代交流を可能とする新たな空間の形成!

　
　

本
年
度
︑
拡
充
事
業
と
し
て

い
る
英
語
教
育
の
推
進
に
つ

い
て
伺
う
︒

　
　
自
分
の
思
い
や
考
え
を
相
手

に
届
け
る
経
験
を
積
み
重
ね
︑

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会

の
中
で
生
き
抜
く

力
を
身
に
つ
け
ら

れ
る
よ
う
英
語
教

育
の
推
進
に
取
り

組
む
︒

観光
重
源
の
郷
体
験
交
流
公
園
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て

　
　
整
備
内
容
を
伺
う
︒

　
　
令
和
６
年
度
中
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
︑

コ
ン
セ
プ
ト
を
﹁
花
づ
く
し
﹂﹁
旨

い
も
の
づ
く
し
﹂﹁
心
づ
く
し
﹂
と

し
︑
花
木
の
充
実
︑
水
生
植
物
池

の
再
整
備
︑
施
設
内
の
古
民
家
の

建
物
の
整
理
及
び
機
能
転
換
︑
レ

ス
ト
ラ
ン
の
改
修
︑
ト
イ
レ
の
洋

式
化
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
の
改

修
︑
駐
車
場
の
拡
張
等
を
行
う
︒

●
そ
の
他
の
質
問

○ 

公
共
工
事
の
入
札
及
び
契
約
の
適

正
化
に
つ
い
て

問答問答

未来志行山口
大來 尚順

教育 拡充事業の方向性について！

　
　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
充
実
に
あ

た
り
︑
そ
れ
を
担
う
各
団
体

へ
の
支
援
に
つ
い
て
︑
よ
り
実
効

的
な
も
の
と
な
る
よ
う
制
度
の
見

直
し
は
で
き
な
い
か
︒

　
　
現
行
の
事
業
補
助
金
の
交
付

に
対
し
て
の
各
団
体
か
ら
の

御
意
見
や
御
要
望
を
早
速
把
握
し
︑

少
子
化
や
ス
ポ
ー
ツ
離
れ
に
伴
う

登
録
者
数
の
減
少
に
よ
る
各
団
体

へ
の
影
響
に
つ
い
て
︑
市
ス
ポ
ー

ツ
協
会
並
び
に
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
本
部
と
共
に
検
討
す
る
︒
ま
た
︑

物
価
高
騰
な
ど
の
社
会
情
勢
に
よ

る
影
響
な
ど
も
研
究
す
る
︒
各
団

体
の
支
援
の
検
討
と
と
も
に
︑
ス

ポ
ー
ツ
に
関
心
を
持
つ
子
ど
も
た

ち
を
増
や
す
機
会
や
︑
ス
ポ
ー
ツ

に
触
れ
る
環
境
を
整
え
︑
競
技
人

口
の
増
加
に
つ
な
が
る
取
組
が
︑

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
土
台
と
な
る
と

認
識
し
て
お
り
︑
関
係
団
体
と
連

携・協
働
し
な
が
ら
︑
各
種
ス
ポ
ー

ツ
振
興
策
を
展
開
し
て
い
く
︒

問答

高志会
伊藤 斉

スポーツ スポーツの振興について
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本
年
４
月
の
改
正
農
業
経
営

基
盤
強
化
促
進
法
の
施
行
に

伴
い
︑
従
来
の
人
・
農
地
プ
ラ
ン

が
法
定
化
さ
れ
︑
10
年
後
に
誰
が

農
地
を
担
う
の
か
を
一
筆
ご
と
に

特
定
す
る
﹁
目
標
地
図
﹂
を
加
え

た
地
域
計
画
の
令
和
７
年
３
月
ま

で
の
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
た
が
︑

農
業
者
や
地
権
者
の
不
安
を
払
拭

す
る
た
め
に
も
︑
今
後
の
進
め
方

に
つ
い
て
市
の
考
え
を
伺
う
︒

　
　
現
在
の
農
業
者
の
高
齢
化
等

を
考
慮
す
る
と
︑
農
地
の
出

し
手
と
受
け
手
の
合
意
が
得
ら
れ

な
い
農
地
の
発
生
も
予
想
さ
れ
る
︒

こ
う
し
た
農
地
は
当
初
の
目
標
地

図
に
は
受
け
手
を
当
て
は
め
ず
︑

現
在
の
担
い
手
に
加
え
︑
地
域
外

か
ら
の
農
業
法
人
の
参
入
や
農
地

バ
ン
ク
の
活
用
等
︑
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
農
地
の
受
け
手
を
確
保

す
る
た
め
︑
地
域
の
関
係
者
や
関

係
機
関
等
と
し
っ
か
り
連
携
し
な

が
ら
検
討

し
て
い
く

必
要
が
あ

る
︒ 問答

未来志行山口
坂井 芳浩

農業 わしらが動けない後、農地を担うのは誰かのう！?

　
　
子
ど
も
達
の
人
生
に
彩
り
や

生
き
る
力
を
与
え
︑
豊
か
な

心
を
育
み
︑
人
材
育
成
に
も
つ
な

が
る
音
楽
教
育
の
充
実
の
取
組
に

つ
い
て
伺
う
︒

　
　
芸
術
鑑
賞
会
な
ど
の
本
物
か

ら
学
ぶ
機
会
に
よ
り
︑
多
く

の
子
ど
も
達
の
音
楽
表
現
へ
の
意

欲
が
高
ま
っ
て
い
る
︒
感
性
を
働

か
せ
︑
他
者
と
協
働
し
な
が
ら
︑

音
楽
表
現
を
生
み
出
す
と
と
も
に
︑

音
楽
を
聴
い
て
そ
の
美
し
さ
や
楽

し
さ
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
授

業
づ
く
り
を
推
進
し
︑
子
ど
も
達

が
音
楽
を
楽
し
み
︑
音
楽
に
感
動

し
︑
音
楽
に
よ
っ
て
響
き
あ
い
︑

音
楽
に
よ
っ
て
絆
を
強
め
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
︑
文
化
の
ま

ち
山
口
の
礎
と
な
る
音
楽
教
育
の

充
実
に
努
め
る
︒

問答

地域政党　やまぐちの風
竹中 一郎

教育 楽しむっちゃ！音楽～響きあおう、感動の絆で～

　
　

市
か
ら
交
付
金
や
設
置
等
補

助
金
等
の
助
成
を
受
け
て
い

る
防
犯
灯
も
︑
予
期
せ
ぬ
器
具
の
落

下
や
ポ
ー
ル
の
倒
壊
等
に
よ
り
︑
通

行
者
な
ど
に
大
け
が
を
さ
せ
て
し
ま

う
危
険
が
あ
る
︒
倒
壊
事
故
等
が
発

生
し
た
場
合
︑
自
治
会
等
に
損
害
賠

償
責
任
が
生
じ
︑
自
治
会
等
の
運
営

に
支
障
が
生
じ
る
こ
と
も
想
定
さ
れ

る
が
︑
賠
償
責
任
保
険
に
加
入
し
て

い
る
自
治
会
等
は
な
い
と
思
わ
れ
る
︒

自
治
会
等
が
健
全
に
存
続
で
き
る
よ

う
注
意
喚
起
を
お
願
い
し
た
い
が
市

の
考
え
を
伺
う
︒

　
　
自
治
会
等
が
設
置
さ
れ
た
防

犯
灯
に
よ
り
第
三
者
に
被
害

を
与
え
た
事
例
は
こ
れ
ま
で
確
認

し
て
い
な
い
が
︑
自
治
会
連
合
会

等
の
会
議
や
自
治
会
活
動
の
手
引

き
で
防
犯
灯
の
点
検
管
理
の
必
要

性
等
を
啓
発
し
︑
事
故
抑
止
に
努

め
る
︒
防
犯
灯
の
設
置
や
維
持
の

在
り
方
も
研
究
し
て
い
き
た
い
︒

問答

未来志行山口
泉 裕樹

防災 自治会防犯灯の安心安全対策

　
　

こ
の
度
の
電
力
・
ガ
ス
・
食

料
品
等
価
格
高
騰
重
点
支
援

給
付
金
の
推
奨
事
業
メ
ニ
ュ
ー
に

は
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
支
援
が
含
ま
れ
て
お

り
︑
県
は
９
月
か
ら
の
３
か
月
で

３
千
円
の
料
金
支
援
︑
防
府
市
は

利
用
家
庭
に
５
千
円
の
商
品
券
を

交
付
す
る
︒
山
口
市
に
は
約
４
万

世
帯
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
利
用
世
帯
が
あ

り
︑
都
市
ガ
ス
に
は
国
の
負
担
軽

減
対
策
が
あ
る
が
︑
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
に

は
無
い
︒
こ
れ
は
不
公
平
で
は
な

い
の
か
︒
市
の
考
え
を
伺
う
︒

　
　
本
市
経
済
対
策
第
15
弾
で
は
︑

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
利
用
す
る
世
帯

に
対
象
を
限
定
し
た
支
援
対
策
で

は
な
く
︑
物
価
高
騰
の
影
響
が
特

に
大
き
い
低
所
得
世
帯
な
ど
の
生

活
支
援
が
必
要
な
市
民
に
対
し
て
︑

き
め
細
や
か
な
支
援
が
必
要
と
考

え
た
︒
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
に
関
す

る
こ
と
は
広
域
性
の
観
点
か
ら
国

や
県
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
︒

問答

高志会
伊藤 青波

行政 約４万世帯が利用しているLPガスの支援は?

指揮者に挑戦する中学生
（芸術鑑賞会）

やまぐち市議会だより　2023.8 14



議会からのお知らせ議会からのお知らせ
先進地に学ぶ
視察報告
くわしくは二次元コードからご覧ください。

高齢者の保健事業と
介護予防の一体的実施
●滋賀県東近江市
　令和３年度から新たに取組を開始した「高齢者
の保健事業と介護予防の一体的実施」について、
制度の開始前から、健康保険等から後期高齢者医
療制度へのスムーズな移行を行うための事業の実
施や、国民健康保険・後期高齢者医療、介護保険
のデータ分析による地域の高齢者の健康課題の分
析などに先駆的に取り組まれている東近江市を視
察しました。
　市内 14 地域ごとの高齢者の特性をつかみ、健康
課題等に応じ個別に介護予防等に取り組まれてい
る点や、高齢者だけでなく、地域づくりなどの観
点から高齢者を取り巻く環境
全体へのアプローチを行われ
ている点など、未来を見据え
た先駆的な取組は非常に参考
になりました。

小中一貫教育の取組
●京都府京丹後市
　本市において令和５年度から施行・研究期として
取組を開始した小中一貫教育について、先駆的に取
り組まれている京丹後市を視察しました。
　京丹後市では、中学校区を単位として学園と称し、
市内全域の６学園で、施設分離型の保幼小中一貫教
育を実施されています。
　教育委員会において、各学園ごとに学園のサポー
トや地域の人材発掘やマッチングなどを担う学園
コーディネーターと地域コーディネーターをそれぞ
れ一人ずつ配置し、教職員の負担軽減を図るべく現
場のサポート体制の充実に努めておられる点や、各
学園の取組を尊重し、形骸化・マンネリ化を招かぬ
よう見守っておられる点など、現場との良い関係を
構築されていることが伝わり、本市の小中一貫教育
の推進にも、大変参考になる内容でした。
　今年度の試行状況等を注視しながら、引き続き、
議会においても議論を続け、令和６年度の全面実施
がよりよいものとなるよう働きかけていきたいと思
います。

5/16〜18 教育民生委員会

5/25 生活環境委員会

待機児童解消のための取組
●滋賀県草津市
　就学前保育及び放課後児童クラブの待機児童解消に効果的に取り組まれている草津市を視
察しました。
　潜在保育士や保育士養成学校に通っている学生に対し草津の保育の魅力を発信し、保育士
の確保に努めておられる点や、民設民営による児童育成クラブの開設支援により受け皿の確保に取り組ま
れている点など、とても参考になりました。
　本市においては、放課後児童クラブの待機児童数が増加傾向にあり、今までの延長線上での解決策には
限界があり、改めて、民設民営の放課後児童クラブの増設についても真剣に考え、ルール作りなどを進め
ていく必要性を感じました。

中心市街地の活性化に向けた取組
●山口市中心商店街
　本市の商店街の魅力向上や活性化に向けた具体的な
取組内容等について、山口市中心市街地活性化協議会
の青木タウンマネージャー及び市中心市街地活性化推
進室担当者から説明を受け、商店街を視察しました。
　商店内のゾーニングや見せるディスプレイなど、実

際に支援されている内容や、空
き店舗数が減少していることなど、
タウンマネージャーの支援により
改善されていることを確認するこ
とができました。

　中心市街地活性化協議会はあくまでもハブとしての
存在であり、商店街の店主の主体者意識がまちを動か
す直接の原動力であると感じました。
　協議会の運営や各種取組がスムーズに行われ、市民
に親しまれる商店街として賑わいが
創出できるよう、山口市議会として
も指摘や要望等を行っていきたいと
思います。

やまぐち市議会だより　2023.815



次回定例会日程のお知らせ
（予定）

９/3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17    18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

日 月 火 水 木 金 土

会議日 は傍聴ができます。

10/1 2 3 4 5 6 7

陳情の受付…8/２3（水）まで　請願の受付…8/３0（水）まで

議会や市議会だより、ホームページ等をご覧になった
ご感想やご意見をお寄せください。
住　所： 〒753-8650 山口市亀山町２番１号
電　話：083-934-2854 ／ FAX：083-934-2658
メール：gikai@city.yamaguchi.lg.jp
あて先：山口市議会事務局 「議会の感想」 宛て

ご感想をお寄せください

●山口市議会ホームページ
http://www.city.
yamaguchi.lg.jp/site/gikai/

●インターネット録画中継
https://cstream.c-able.
ne.jp/yamaguchi-gikai/m/

議会の内容をウェブでご覧いただけます

● ２9日 市議会だより等編集委員会（以下「編集委
員会」）

● ７日 第89回山口県
 　　 市議会議長会定
　 　　 期総会
● 12日 編集委員会
● 13日 会派代表者会議、
 　　 議会運営委員会

● ８日 会派代表者会議
● 16日 教育民生委員会行政視察（～１８日）
● 25日 生活環境委員会行政視察
● 29日 議会運営委員会、会派代表者会議、執行部

説明会、広報広聴委員会
● 30日 中国市議会議長会理事会・第１５２回定期総

会（～３１日）

● 5日 第２回定例会初日（～２６日最終日）
● 6日 議会運営委員会
● 12日 編集委員会
● 22日 議会運営委員会
● 26日 議会運営委員会、執行部説明会、編集委員会

全国各地から行政視察にお越しいただきました。
■受け入れ団体（4月～6月）3団体
　5月１8日 兵庫県川西市議会
　　  ２５日 鹿児島県鹿屋市議会
　　  　　 熊本県天草市議会
行政視察を通じ、本市の取組や魅力をＰＲしていきます。

議会の主な動き

おいでませ山口へ（行政視察の受け入れ）

３月

6月

4月

5月

　山口市内で世界水泳選手権2023福岡大会の事前キャン
プを行った、オープンウォータースイミングのスペイン
代表チームの選手と嘉川保育園の園児たちとの交流の様
子です。

【表紙写真】

敬老の日 秋分の日

次号は 11月 15日です

委員長　大田たける　　副委員長　野村雄太郎
委　員　大來尚順・鳥養祐矢・米本太郎・倉増賢治
　　　　野島義正・栗林　正・植野伸一・有田　敦
　　　　山本浩二・安河内淳朗

市議会だより等編集委員会編　集　後　記
　今号は、令和５年第２回定例会の議案や一般質問の概要をお伝え
します。電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援（経済対策15弾）等に
ついて、市議会としてどのような審議を行ったかを説明しています。
次回も皆様に有益な情報をお届けできるよう努めますので、引き続
きご愛読ください。（栗林）
　よく分からないと言われる行政用語と横文字。そして議員の活動
を分かりやすくお伝えしたいのですが、これが中々難しい。（野島）

10：00～17：00
ケーブルで生中継

本会議
（初日）
10：00～

本会議
（最終日）
10：00～

本会議終了後
予算決算
委員会

予算決算
委員会
10：00～

予算決算
委員会
10：00～

本会議
10：00～
（一般質問・質疑）

総　務
委員会
農林建設
委員会
10：00～

総　務
委員会
農林建設
委員会
10：00～

教育民生
委員会
生活環境
委員会
10：00～

教育民生
委員会
生活環境
委員会
10：00～

鋳銭司第二団地竣工式（4月12日）
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